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会員各位
2024 年度 法政大学高等学校同窓会 総会のご案内

法政大学高等学校同窓会
会長　髙村嘉昭

拝啓　会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し
上げます。
　平素より同窓会活動に格別なご支援ご協力を賜り厚くお礼申し
上げます。
　さて、昨年度の同窓会総会はコロナ禍を乗り越え4 年ぶりに母校
に集い対面で開催することが出来ました。参加者は 10 期から72
期まで 48 名が集い世代を超えて親交を深めることが出来ました。
　今年度は会場を法政大学に移して下記の通り開催いたします。
今回は記念講演としてテレビの人気番組「なんでも鑑定団」の鑑
定士としてご活躍中の村山元春様（18 期卒）をお迎えして鑑定の
裏話なども交えてお話ししていただきますので、ご期待ください。
　どうか皆様お誘い合わせの上、奮ってご参加くださいますよう
ご案内申し上げます。
　なお、ご参加を希望される方は同封のハガキで 6月14日（金）
までにご返信くださいますようお願い申し上げます。

敬具
記

1.　日　時　2024 年 7月6日（土）　10：30 受付開始　11：00 開会
2.　場　所　法政大学市ヶ谷キャンパス内
　　　　　　総　会：ボアソナードタワー　26 階 A会議室
　　　　　　懇親会：ボアソナードタワー　25 階スタッフクラブ
       　　　　〒102-8160　東京都千代田区富士見 2-17-1
3.　会　費　4,000 円
4.　次　第　11：00～ 11：30　総会
　　　　　　11：30～ 12：00　記念講演
　　　　　　　　　　　　　　講師：村山元春様（18 期卒）
　　　　　　　　　　　　　　㈱マテリアル取締役
　　　　　　　　　　　　　　テーマ：なんでも鑑定団の鑑定士として
　　　　　　12：15～ 13：30　懇親会

以上

卒業生 238 名の入会を
歓迎します！

2024 年 3 月9日に挙行されました卒業
式を終えた 238 名の卒業生の皆さんが晴
れて同窓会の会員になりました。

同窓会を代表して女性 126 名、男性
112 名の皆さんの入会を心から歓迎いた
しますと共に卒業と入会の記念品として
法政ロゴ入りの「真空二重マグ・ココカフ
ェ」を贈りました。

また、12 名のクラス委員の方々には同
窓会活動への協力をお願いいたしました。

同窓会は、母校への支援、母校と同
窓生、同窓生と同窓生をつなぐ絆づくりに
存在価値があると認識しています。

法政大学高等学校同窓会は 1941 年
3 月に旧法政中学と商業学校の同窓会と
してスタートし今年で 83 年目を迎えます。
一時、戦争の影響を受けて活動の中断
があり、名称も変わりましたが校歌に謳わ
れた「進取の気象」「質実の風」の精
神は脈 と々伝えられ、延べ 28,000 名を超
える同窓生に母校の息吹を伝え続けて現
在に至っております。

今後も会報「進取」とホームページを
通じて母校の状況やクラブ活動で躍動す
る在校生の姿、卒業生の活躍振りなどを
伝えて同窓の輪を広げてまいりたいと思っ
ています。

“総会”は法政大学で開催！
　女性の参加など活動テーマを提案！

今年の総会は 7 月6日（土）に法政大
学構内のボアソナードタワー 26 階で開催
いたします。

昨年は母校で 7 月29日に開催しました
が、炎暑にもかかわらずご参加いただきま
した皆様に改めて御礼申し上げます。

2024 年度も母校の支援と同窓生との
絆づくりを念頭に「性差を超えて楽しめる
同窓会づくり」「会報のデジタル化・ホー
ムページの充実」「イベントの活性化」「ク
ラブ活動への支援」「役員体制の充実」
「予算の効果的な活用」などの取り組み
を進めてまいります。

特に 1,249 名を数える女性の参加は
活動の重要テーマとして取り組んでまいり
ます。

その先触れとして会報 5 面に女子プロ
ゴルファーとして活躍されている笹原優美
さんに登場していただきました。

女性会員の方には機会を見てお声掛
けをさせていただく事があるかと思います
が、負担にならない範囲でお力添えをい
ただければと念願しております。

心躍る在校生の活躍に声援を！
久しぶりに一般公開となった鈴掛祭を

訪れました。校内にはクラス企画や文系ク

ラブの展示や公演、体育館でのコンサー
トや体育会の演技が行われるなど内容の
濃さと豊富さに圧倒され生徒さん達の強
いパワーを感じました。

そしてこのパワーがいろいろな成果を生
み出しているのかと思いました。

それは「2023 年度総長杯英語プレゼ
ンテーション大会最優秀賞」を高校１年
生３名が受賞した事であり、昨年の法政
大学「自由を生き抜く実践知大賞」の受
賞に続くものです。この他にも「クエスト
カップ 2023 全国大会」で高校 3 年生 4
名のチームが準企業賞を受賞しています。

クラブ活動も活発です。音楽部の関東
大会グランプリやブラスバンド会の東京都
高等学校吹奏楽コンクール金賞や 1,000
名余りの観客を魅了する定期演奏会、チ
アリーディング部の日本選手権大会出場、
男子バスケットボール部の東京六大学付
属校四校交流大会優勝、サッカー部の全
国高校サッカー選手権東京都大会出場、
合同チームながらもアイスホッケー部のイン
ター杯出場や東京都代表に 2 名が選ば
れたラグビー部の活躍も見逃せません。

母校には体育会 16クラブ，文化会 9ク
ラブが活動しています。同窓会はできる限
りの支援をしてまいりたいと思っております
ので会員の皆様も是非声援をお送りくださ
いますようお願いいたします。

母校支援母校支援とと同窓生同窓生とのとの絆絆づくりにづくりに邁進邁進！！
同窓会会長　髙村 嘉昭（高校 18 期／１９６６年卒）
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式
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で
始
ま
り
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。
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膨
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よ
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論
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な
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れ
ま

し
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。
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を
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し
た
結
果
、
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マ
ー
ト
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ォ
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緩
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が
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ま
り
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生

徒
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に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
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全
校
生
徒
に
周
知
さ
れ
ま
し

た
。
２
つ
め
の
テ
ー
マ
「
法
政

の
学
び
で
育
み
た
い
も
の
と

は
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
の
中
学
生
も
我
も
我

も
と
手
を
挙
げ
、「
学
び
た
い
」

と
い
う
多
く
の
意
見
を
出
し
ま

し
た
。
私
た
ち
教
員
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新
た
な

学
び
を
つ
く
る
た
め
、
公
開
授

業
や
付
属
校
間
の
授
業
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
教
員
が
余
白
を

つ
く
る
よ
う
努
め
対
話
を
深
め

る
授
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」

―
―
核
兵
器
と
戦
争
の
な
い

世
界
を
め
ざ
し
て
、
学
び
、

声
を
あ
げ
続
け
る
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化
し
た
く
さ
ん

の
命
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に
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っ
て
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ま

す
。
本
校
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に
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て
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続
け
、
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げ
て
い
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方
々
が
い
ま

す
。
そ
の
行
動
力
の
源
に
は
中

３
長
崎
、
高
２
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修
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行

の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業

生
の
方
々
の
ご
活
躍
を
伺
う
た

び
、
私
た
ち
教
職
員
は
、
励
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご

支
援
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

卒業生 238 名卒業生 238 名新入生 236 名新入生 236 名

「
学
校
は
こ
う
い
う
も
の
」
で
は
な
く

「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
視
点
へ

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
　
校
長
　
松
浦
麻
紀
子
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2023 年度 活動報告

2024 年度 活動計画（案）

費　目 項　目 2023年度予算 2023年度決算 備　　　考

繰越金 2,437,225 2,437,225

会　費 3,640,000 3,691,448

（イ） 入  会  金 1,673,000 1,666,000 新卒業生入会金　7,000円×238名

（ロ） 新入会員年会費 717,000 714,000 新卒業生年会費　3,000円×238名

（ハ） 年会費・寄付金 1,250,000 1,239,448 既卒業生会員年会費・寄付金　　　　

（ニ） その他会費 0 72,000 同窓会総会　会費

雑収入 50,000 93,512 総会お祝い金,校友会業務代行手数料,グッズ売上,預金利息

6,127,225 6,222,185

(経常収入) 3,690,000 3,784,960

費　目 項　目 2023年度予算 2023年度決算 備　　　考

経常費 990,000 1,096,878

（イ） 学校協力費 260,000 300,933 学校行事、部活動支援金、卒業記念品 等

（ロ） 会　議　費 30,000 57,658 会議諸費用

（ハ） 組織活動費 100,000 137,000 広告協賛費 等

（ニ） 印　刷　費 10,000 9,020 封筒印刷代

（ホ） 通　信　費 20,000 22,119 メール便代、郵便代

（ヘ） 人　件　費 540,000 540,000 事務局員手当

（ト） 事務用品費 10,000 8,237 諸事務用品費

（チ） 雑　　　費 20,000 21,911 振込手数料、慶弔費 等

事業費 2,880,000 3,054,475

（イ） 会報発行費 2,300,000 2,313,349 会報「進取」発行費

（ロ） ＨＰ費用 80,000 300,960 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料、サポート保守、サイト運営管理費

（ハ） 総会、委員総会費 300,000 240,166 総会開催費用

（二） 同窓会奨学金基金 0 0 同窓会奨学金基金は2022年度１回限り

（ホ） 同窓会奨学金拠出金 200,000 200,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金拠出金として支出

3,870,000 4,151,353

2,257,225 2,070,832

6,127,225 6,222,185

(経常支出) 3,870,000 4,151,353

合　　　計

財務委員会

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

次年度繰越金

費　目 項　目 2023年度実績 2024年度予算 備　　　考

繰越金 2,437,225 2,070,832

会　費 3,691,448 3,910,000

（イ） 入  会  金 1,666,000 1,652,000 新卒業生入会金　7,000円×236 名

（ロ） 新入会員年会費 714,000 708,000 新卒業生年会費　3,000円×236 名

（ハ） 年会費・寄付金 1,239,448 1,250,000 既卒業生会員年会費・寄付金

（ニ） その他会費 72,000 300,000 同窓会総会 会費

雑収入 93,512 50,000 総会お祝い金、グッズ売上、預金利息

6,222,185 6,030,832

(経常収入) 3,784,960 3,960,000

費　目 項　目 2023年度実績 2024年度予算 備　　　考

経常費 1,096,878 1,050,000

（イ） 学校協力費 300,933 300,000 学校行事、部活動支援金、卒業記念品 等

（ロ） 会　議　費 57,658 50,000 会議諸費用

（ハ） 組織活動費 137,000 100,000 広告協賛費 等

（ニ） 印　刷　費 9,020 10,000 封筒印刷代等

（ホ） 通　信　費 22,119 20,000 メール便代、郵便代

（ヘ） 人　件　費 540,000 540,000 事務局員手当

（ト） 事務用品費 8,237 10,000 諸事務用品費

（チ） 雑　　　費 21,911 20,000 振込手数料、慶弔費 等

事業費 3,054,475 2,950,000

（イ） 会報発行費 2,313,349 2,300,000 会報「進取」発行費

（ロ） ＨＰ費用 300,960 150,000 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料,サポート保守,サイト運営管理費用

（ハ） 総会、委員総会費 240,166 300,000 総会開催予備費

（二） 同窓会奨学金基金 0 0 同窓会奨学金基金は2022年度１回限り

（ホ） 同窓会奨学金拠出金 200,000 200,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金拠出金として支出

4,151,353 4,000,000

2,070,832 2,030,832

6,222,185 6,030,832

(経常支出) 4,151,353 4,000,000

合　　　計

財務委員会

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

計

次年度繰越金

1. 役員会の実施
　（4/13，5/11，6/19，9/21，11/9，1/20，3/1，7/22）
2. 高校入学式に出席（4/7）
3. 法政大学校友会理事会に出席
　（6/24，9/20，1/27，3/19）
4. 校友会付属高校同窓会ブロック会議を開催
　（4/22，10/21，3/9）
5. 同窓会会報「進取」第 48 号を発刊（6/15）
6. ラグビー部 OB・OG 会主催のラグビー祭に出席
　（7/22）
7. 同窓会総会を開催（7/29）
8. 鈴掛祭（中高文化祭）に出席（9/24）
9. 全国卒業生の集い「倉敷大会」に出席（11/4）

10. 役員・クラブ委員合同新年顔合わせ会を開催
　（1/20）
11. PTA 新年懇親会に出席 （1/27）
12. オール法政新年を祝う会に出席（1/28）
13. 第 9 回同窓会ゴルフ大会を開催（2/16）
14. 三鷹市民駅伝に応援参加 （2/18）
15. 付属高校同窓会役員懇親会に出席（2/24）
16. 新卒クラス委員説明会の実施
　 （書面配布 3/8）
17. 高校卒業式に出席 （3/9）
18.ブラスバンド会の定期演奏会に出席 （3/24）

1. 役員会の定期開催
2. 同窓会総会の開催 （7/6 予定）
3. 同窓会会報「進取」第 49 号の発刊 
　（5 月中を予定）
4. 第 10 回同窓会ゴルフ大会の開催
　（2025 年 2/20 予定）
5. 母校との協力・支援体制の強化
6. 女子部会設立の推進
7. クラス・クラブ委員との連携強化
8. 会報「進取」およびホームページの在り方検討
9. 校友会終身会員の増強

10. 法政大学校友会との協力体制の強化
11. 付属校同窓会との協力体制の強化
12. PTA との協力体制の強化
13. 付属校役員懇親会の幹事校としての開催
　（2025 年 2 月を予定）

監査報告書
　2023 年度（2023 年 4月1日～ 2024 年 3月
31日）、同窓会収支決算書の会計監査を2024
年 4月2日に実施しました。会計監査の結果、
業務の執行および決算書類、会計処理は適正
に実施されており、収支決算書は適正である
ことを認めます。

2024 年 4 月 2 日　

会計監査　　大野　祐司　　

会計監査　　金井　実　　　

2023 年度 会計報告（収支決算書 2023.4.1 ～ 2024.3.31）

2024 年度 予算（案）( 収支予算書 2024.4.1 ～ 2025.3.31）
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チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

剣剣  

道道  

部部

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー
部

法
政
大
学
高
等
学
校

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

H
U
R
R
I
C
A
N
E
S

は
２
０
２
４
年
度
で
創
部
18

年
目
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
は
計
23
名

（
３
年
生
９
名
、
２
年
生
５

名
、
１
年
生
９
名
）
で
活
動

し
、
６
月
の
関
東
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
は

高
等
学
校
部
門
第
10
位
と
な

り
、
夏
の
全
国
大
会
へ
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
７
月

に
は
昨
年
度
か
ら
再
開
し
た

野
球
応
援
を
発
声
あ
り
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
８

月
に
行
わ
れ
た
J
A
P
A
N
 

C
U
P
２
０
２
３
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会
・

高
等
学
校
部
門
で
準
決
勝
14

位
と
、
目
標
の
12
位
決
勝
進

出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
３
年
生
最
後
の
大
会
を

全
力
を
出
し
切
って
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

９
月
に
行
わ
れ
た
鈴
掛
祭
で

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会
と
の
合
同

演
技
で
は
、
入
場
制
限
を
行

う
必
要
が
あ
る
ほ
ど
沢
山
の

方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
高
の
舞
台
で
３
年

生
が
引
退
を
し
た
後
、
年
明

け
１
月
に
は
新
人
戦
と
な
る

全
日
本
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー

本
校
剣
道
部
は
２
０
２
４

年
に
創
部
70
周
年
を
迎
え

ま
す
。

２
０
０
７
年
の
校
地
移

転
・
共
学
化
以
来
、
中
高

男
女
が
一
緒
に
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。
移
転
当
時
は

中
高
合
わ
せ
て
15
名
程
度

だ
っ
た
部
員
も
、
今
で
は

30
名
以
上
に
増
え
、
こ
こ

数
年
は
男
子
部
員
数
を
女

子
部
員
数
が
上
回
る
状
況

で
す
。

剣
道
は
性
別
・
年
齢
を

問
わ
ず
個
々
の
技
倆
に
応

じ
た
稽
古
が
で
き
る
た
め
、

小
学
校
か
ら
の
経
験
者
も

中
学
・
高
校
か
ら
始
め
る

者
も
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
上
達
し
て
い

き
ま
す
。
稽
古
を
続
け
る

者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
小
・

中
学
校
か
ら
始
め
た
者
は

高
校
卒
業
時
ま
で
に
三
段

を
、
高
校
か
ら
始
め
た
者

は
卒
業
ま
で
に
二
段
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

稽
古
に
お
い
て
は
、
一

中
高
時
代
か
ら
の
「
剣
友

会
（
O
B
・
O
G
）」
か
ら

支
援
を
い
た
だ
き
、
毎
年

合
同
稽
古
を
行
っ
て
い
ま

す
。
上
は
70
代
か
ら
下
は

中
１
ま
で
が
一
緒
に
稽
古

を
す
る
姿
は
、
剣
道
の
持

つ
特
性
を
よ
く
表
し
て
い

ま
す
。

最
近
の
戦
績
は
、２
０
２
１

年
度
東
京
都
高
等
学
校
秋

季
剣
道
大
会
男
子
Ⅱ
部
で

の
第
三
位
、
翌
２
０
２
２

年
度
の
同
大
会
で
の
敢
闘

賞（
ベ
ス
ト
８
）入
賞
で
す
。

現
在
、
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
は
高
三
13
名
、
高
二
16

名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
７
名

の
計
36
名
で
、
週
５
日
活

動
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日

や
長
期
休
み
は
多
く
の
学

校
と
対
外
試
合
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
８
年
ぶ
り
に
夏

の
選
手
権
で
二
次
予
選
ま
で

進
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

結
果
は
１
回
戦
敗
退
で
す

が
、
東
京
都
１
部
リ
ー
グ
相

手
に
健
闘
し
た
試
合
内
容
で

し
た
。
悔
し
さ
を
抱
え
な
が

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
チ
ー

ム
は
、
尊
敬
で
き
る
先
輩

の
も
と
で
で
き
た
貴
重
な

経
験
と
培
っ
た
技
術
を
生

か
し
、
昨
年
の
結
果
を
超

え
る
た
め
、
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し
て
各
々
が
目

の
前
に
あ
る
課
題
に
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
一
回

の
試
合
ご
と
に
各
選
手
の
パ

ス
成
功
率
の
算
出
と
記
録
や

月
に
一
回
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
と

筋
力
測
定
を
行
い
、
選
手
個

人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

え
る
体
制
を
整
え
、
サ
ッ
カ

ー
を
全
力
で
プ
レ
ー
で
き
る

環
境
づ
く
り
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
顧
問
、
コ
ー

チ
含
め
部
員
一
同
、
一
つ
で

も
多
く
の
勝
利
を
目
指
し
て

懸
命
に
、
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
部

活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

高
校
サ
ッ
カ
ー
部

M
G
代
表　

藤
山　

遙
花

デ
ィ
ン
グ
選
手
権
に
出
場
い
た

し
ま
し
た
。

H
U
R
R
I
C
A
N
E
S

は
２
年
後
の
２
０
２
６
年
に
創

部
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
い

つ
も
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
み
な
さ
ま
に
「
元
気・勇
気・

笑
顔
」
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
２
０
２
４
年
度
も
全
力

で
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
夏

の
全
国
大
会
や
文
化
祭
な
ど

に
も
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
！

ま
た
、
２
０
２
３
年
度
三

鷹
市
種
目
別
ス
ポ
ー
ツ
大

会
剣
道
競
技
中
学
団
体
の

部
で
優
勝
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
後
も
法
政
大
学
に

お
い
て
剣
道
を
続
け
る
者

が
い
ま
す
。
派
手
さ
は
な

い
競
技
で
す
が
、
今
後
と

も
剣
士
た
ち
の
活
躍
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

20
以
上
あ
る
法
政
高
校
ク
ラ
ブ
活
動
の
内
、
今
回
は

３
つ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
現
在
の
活
動
の
様
子
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
！
（
※
順
不
同
）

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

だより
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第 10 回「同窓会ゴルフ大会」
開催のお知らせ

ゴルフ大会の案内状をご希望の方は同封の
はがきの 「□第 10 回ゴルフ大会の案内状
を希望します」 の□欄に ✓ 印をご記入の上
ご返送ください。
お申し込みをいただいた方、また過去に同
窓会ゴルフ会にご参加された方には改めて
ご案内状をお送りいたします。

（
ク
ラ
ス
別　

50
音
順
掲
載
）

２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
年
度
（（
２
０
２
４

２
０
２
４
年年
３３
月
卒
業
）

月
卒
業
）　

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介
（（
高高
　
期期
））

7676

ひたむきに歩み続ける
　　同窓生を紹介します！

親
の
勧
め
で
始
め
た
ゴ
ル
フ
。

司
法
試
験
に
受
か
る
よ
り

も
難
し
い
と
い
わ
れ
る
Ｊ
Ｌ
Ｐ

Ｇ
Ａ
プ
ロ
テ
ス
ト
合
格
へ
、
挑

戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
こ
れ
か
ら
を

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
が

取
材
、
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
ゴ
ル
フ
協
会

（
J
G
A
）
が
取
材
、
サ
イ

ト
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
文
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
記
事
著
作
権
の
関
係
上

ご
了
解
く
だ
さ
い
）

笹原 優美
法政大学高等学校
63期生（共学２期生）
平成 23年卒
女子プロゴルファー

You Tubeでの

レッスンも好評です
！

一
日
を
共
に
過
ご
し
た
組

の
仲
間
と
の
穏
や
か
な
声
。

久
し
振
り
に
会
う
知
己
と
年

の
差
を
も
超
え
た
飾
り
の
な

い
会
話
の
響
く
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
。

厳
し
い
寒
気
な
が
ら
も

穏
や
か
な
日
差
し
が
注
ぐ

２
０
２
４
年
２
月
16
日
。

千
葉
県
市
原
市
の
キ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
て
第
９
回
法
政
大
学
高
等

学
校
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﹃
こ
れ
じ
ゃ
ス
コ
ア
悪
く

て
も
天
候
の
せ
い
に
で
き
な

い
な
﹄﹃
今
日
ド
ラ
イ
バ
ー

新
品
な
ん
だ
よ
﹄﹃
近
頃
調

子
い
い
み
た
い
だ
ね
﹄
と
、

言
い
訳
と
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
も
、
気
の
置
け
な
い
掛
け

合
い
を
し
つ
つ
思
い
を
秘
め

て
、
定
刻
通
り
に
テ
ィ
ー
オ

【開催日】2025 年 2月20日（木）
【場　所】キングフィールズゴルフクラブ

千葉県市原市新巻 377
【会　費】
参 加 費 　3,000 円
プレー費  13,000 円
（キャディー・昼食費付）
（70歳以上の方はゴルフ場利用税が免除されます）

【申込先】
法政大学高等学校同窓会事務局
TEL 0422-79-6233

E-mail
hoseimemory@
ebony.plala.or.jp

フ
し
て
行
く
同
窓
生
。
大
た

た
き
も
ナ
イ
ス
バ
ー
デ
ィ
ー

も
、
楽
し
く
も
悲
喜
こ
も
ご

も
の
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

ラ
ウ
ン
ド
後
の
表
彰
式
が

賑
や
か
に
、
そ
し
て
和
や
か

に
岡
本
さ
ん
（
18
期
）
の
司

会
に
よ
り
進
行
し
て
行
き
ま

す
。参

加
者
は
５
期
（
89
歳
）

の
秋
山
さ
ん
を
筆
頭
に
、
法

政
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
元
監
督

の
武
村
さ
ん
（
18
期
）
も
参

加
。
最
年
少
は
45
期
竹
末
さ

ん
と
、
多
士
済
々
の
面
々
が

集
い
ま
し
た
。

24
名
の
同
窓
生
に
て
手

に
汗
握
る
争
い
が
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
、
優
勝
は
36
期
の

岩
本
さ
ん
。
準
優
勝
者
も
同

じ
く
36
期
の
井
澤
さ
ん
が

獲
得
。
昨
年
優
勝
の
18
期
沖

さ
ん
は
、
ハ
ン
デ
ィ
に
恵
ま

れ
ず
下
位
に
沈
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
の
実

力
者
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
を
獲

得
。
次
年
度
の
奪
還
を
目
指

す
様
子
で
す
。

様
々
な
賞
の
表
彰
後
、

最
後
は
高
村
同
窓
会
会
長

（
18
期
／
法
政
大
学
応
援
団

第
44
代
団
長
）
の
リ
ー
ダ
ー

に
よ
り
、全
員
で
校
歌
斉
唱
。

次
回
大
会
で
の
再
会
を
約
束

し
て
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

次
回
開
催
は
、
２
０
２
５

年
２
月
20
日
（
木
）
キ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ズ
に
て
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
同

窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
申
込
み
を
い
た

だ
い
た
方
と
、
過
去
ご
参
加

の
皆
様
に
は
改
め
て
ご
案
内

致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
様
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。      

（
事
業
委
員
会
）

１
組　

後
藤
　
和
将
・
山
口
　
翔
大

２
組　

福
山
　
翼
　
・
諸
遊
　
敦
彦

３
組　

北
島
　
圭
将
・
廣
居
　
大
樹

４
組　

篠
　
え
い
太
・
平
山
　
理
桜

５
組　

小
玉
　
健
人
・
八
角
　
晴

６
組　

狩
谷
　
葵
　
・
皆
川
　
幸
生

ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・

オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
ゴ
ル
フ
協
会

（
J
G
A
）

第
９
回「
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

１
０
０
を
超
え
る
広
告
賞

受
賞

　

１
９
８
６
年
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
奥
様
と
広
告
企

画
制
作
会
社
、
株
式
会

社
シ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
を
設
立

し
、
30
年
間
に
渡
り
広
告

業
界
で
奮
闘
。
東
映
を
始

め
、
角
川
映
画
、
東
宝
な

ど
の
映
画
広
告
か
ら
ス

タ
ー
ト
、「
あ
ぶ
な
い
刑

事
」「
ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦

争
」
な
ど
の
広
告
を
制
作
。

１
９
９
２
年
に
N
T
T
ド

コ
モ
の
誕
生
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
受
注
、
サ
ザ
ン
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
を
起
用
し

た
C
M
が
話
題
と
な
る
。

２
０
０
７
年
か
ら
は
世
界

自
然
遺
産
を
テ
ー
マ
に
し

た
キ
ャ
ノ
ン
の
環
境
企
業

広
告
や
積
水
化
学
、
三
菱

電
機
の
企
業
広
告
を
手
が

け
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に

受
賞
し
た
広
告
賞
は
読
売

広
告
大
賞
を
始
め
、
国
内

外
を
問
わ
ず
１
０
０
以
上

に
及
び
、
ド
イ
ツ
の
ハ
ン

ブ
ル
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な

ど
、
海
外
の
美
術
館
に
も

作
品
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ

れ
て
い
る
。

人
生
の
転
機

　

そ
ん
な
オ
ー
ナ
ー
の
人

生
を
変
え
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
の
園
芸
家
タ
ー

シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー
に
憧

れ
る
奥
様
の
「
手
つ
か
ず

の
山
の
中
で
バ
ラ
を
思

い
っ
き
り
育
て
た
い
」
と

い
う
希
望
だ
っ
た
。
粘
り

強
い
奥
様
の
説
得
に
21
世

紀
に
突
入
し
た
こ
ろ
、
川

崎
の
自
宅
を
売
却
し
、
バ

ラ
園
を
実
現
す
る
こ
と
を

決
意
し
た
。
候
補
地
と
し

て
温
暖
な
気
候
の
房
総
半

島
を
選
び
、
そ
れ
か
ら
約

２
年
間
、
雨
が
降
っ
て

も
、
風
が
強
く
て
も
、
雪

が
降
っ
て
も
週
末
は
房
総

へ
（
お
二
人
の
ブ
ロ
グ
か

ら
）、
土
地
探
し
に
奔
走

し
た
。
そ
の
間
紹
介
さ
れ

た
物
件
は
32
件
、
房
総
半

島
の
不
動
産
業
者
の
間
で

は
「
お
か
し
な
夫
婦
が
バ

ラ
園
用
地
を
探
し
て
い

る
」
と
の
噂
も
流
れ
て
い

た
と
い
う
。

夫
婦
二
人
で
の
開
墾

　

土
地
も
決
ま
り
い
よ

い
よ
仕
事
を
続
け
な
が

ら
の
開
墾
が
始
ま
る
。
金

曜
日
の
夜
現
地
に
来
て
土

曜
日
、
日
曜
日
と
草
刈

り
、
月
曜
日
に
出
勤
す
る

生
活
が
続
い
た
。
テ
ン
ト

暮
ら
し
を
し
て
い
た
た
め

村
の
人
か
ら
は
「
何
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
不

思
議
が
ら
れ
、「
ホ
ー
ム

レ
ス
が
住
み
着
い
た
」
と

い
う
人
ま
で
出
て
く
る
始

末
。
し
か
し
次
第
に
村
の

人
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
食
料
や
水
を
差
し

入
れ
て
く
れ
た
り
、
刈
っ

た
草
を
燃
や
し
て
い
る
と

子
ど
も
が
お
芋
を
持
っ
て

き
て
く
れ
て
一
緒
に
焼
き

芋
に
し
て
食
べ
た
り
と
人

の
温
か
み
を
感
じ
る
日
々

と
な
っ
て
い
っ
た
。
中
で

も
あ
り
が
た
か
っ
た
の
が

農
耕
器
具
会
社
の
人
が
貸

し
て
く
れ
た
ユ
ン
ボ
と
大

型
草
刈
り
機
で
、
そ
れ
ま

で
の
10
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で

作
業
が
進
ん
だ
。
開
墾
の

中
で
一
番
ハ
ー
ド
だ
っ
た

の
が
抜
根
（
ば
っ
こ
ん
）。

こ
れ
は
篠
竹
の
根
っ
こ
を

抜
く
作
業
で
、
ユ
ン
ボ
で

１
ｍ
く
ら
い
掘
っ
て
穴
に

入
り
、
伸
び
た
根
を
手
で

取
り
除
く
こ
と
を
３
回
繰

り
返
す
。
想
像
を
絶
す
る

過
酷
な
労
働
で
、
１
日
が

終
わ
る
と
精
魂
尽
き
果
て

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
の

唯
一
の
楽
し
み
は
、
仕
事

を
終
え
、
麓
の
ス
ー
パ
ー

銭
湯
に
入
る
こ
と
だ
っ

た
。
悪
戦
苦
闘
の
末
、
開

墾
が
完
了
し
た
夏
の
終
わ

り
に
、
す
っ
か
り
平
ら
に

な
っ
た
土
地
に
沈
む
夕
日

を
眺
め
て
二
人
で
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
達
成
感
を
味

わ
っ
て
い
る
と
き
、「
こ

こ
を
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
・
プ

レ
イ
ス
と
い
う
名
前
に
し

よ
う
」
と
奥
様
が
呟
い
た

の
が
名
前
の
由
来
と
な
っ

て
い
る
。

年
間
５
万
人
の
来
園
者

　

園
内
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
の
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ロ
ー
ズ
や
オ
ー
ル

ド
ロ
ー
ズ
が
５
０
０
種
、

３
０
０
０
本
植
え
ら
れ
、

日
本
で
は
珍
し
い
宿
根
草

や
ハ
ー
ブ
な
ど
四
季
折
々

の
草
花
も
あ
ふ
れ
て
い

る
。
元
々
個
人
邸
の
ガ
ー

デ
ン
を
想
定
し
て
始
め
た

も
の
で
一
般
公
開
は
念
頭

に
お
い
て
い
な
か
っ
た

が
、
完
成
が
近
づ
く
と
ど

こ
か
ら
聞
き
つ
け
た
の
か

昼
夜
を
問
わ
ず
人
が
入
り

こ
む
よ
う
に
な
り
、
地

元
の
人
た
ち
の
声
も
あ

り
、
開
園
時
間
や
入
園
料

な
ど
の
ル
ー
ル
を
決
め

て
、
２
０
１
０
年
か
ら
一

般
公
開
を
開
始
し
た
。
東

日
本
大
震
災
が
あ
っ
た

２
０
１
１
年
に
は
テ
レ
ビ

朝
日
系
「
人
生
の
楽
園
」

（
土
曜
日
18
時
か
ら
放
映
）

で
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
も

テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
で
数

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
北
海
道
や
九
州

な
ど
全
国
か
ら
の
来
園
者

が
あ
り
、
そ
の
数
は
年
間

５
万
人
に
及
ぶ
。

無
農
薬
栽
培
へ
の
こ
だ
わ
り

　

開
園
当
時
は
病
気
に
か

か
っ
た
り
、
虫
に
食
わ
れ

た
バ
ラ
を
お
客
様
に
お
見

せ
す
る
の
は
気
が
引
け
る

と
の
思
い
か
ら
農
薬
を
使

用
し
て
い
た
。
し
か
し
こ

れ
だ
け
の
数
の
バ
ラ
の
消

毒
と
な
る
と
１
カ
月
で
１

ト
ン
を
超
え
る
農
薬
を
撒

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

か
な
り
の
重
労
働
の
上

に
、
何
度
か
行
っ
て
い
る

う
ち
に
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
２
０
１
２

年
秋
に
完
全
無
農
薬
栽
培

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
決

断
、
そ
れ
か
ら
と
い
う
も

清水幸三さん

50005000坪坪にに500500品種品種30003000本本のの

バラ園バラ園

ドリプレ・ローズガーデン
オーナー

法政大学第一高等学校
1974年卒業 26期生

活
躍
すするる

卒
業
生

卒
業
生

O
B
訪
問
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卒
業
生

卒
業
生
がが
経
営
経
営
す
る
す
る
お
店
お
店
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

し
ま
す

伊
澤
孝
司
さ
ん

伊
澤
孝
司
さ
ん
（
１
９
８
４
年
卒
・

（
１
９
８
４
年
卒
・
3636
期
）
期
）

法政大学付属高校同窓会役員懇親会法政大学付属高校同窓会役員懇親会
第第3636回回２

０
２
４
年
２
月
24
日

（
土
）
17
時
よ
り
川
崎
日
航

ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
36
回
法

政
大
学
付
属
高
校
同
窓
会
役

員
懇
親
会
が
コ
ロ
ナ
禍
後
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。法

政
第
二
工
業
高
等
学

校
同
窓
会
が
幹
事
校
と
な

り
、
坂
戸
俊
夫
法
政
大
学
校

友
会
副
会
長
、
和
仁
達
郎
法

政
国
際
高
等
学
校
校
長
、
石

川
秀
和
法
政
中
・
高
等
学
校

副
校
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

各
付
属
校
役
員
と
合
わ
せ
て

38
名
が
出
席
し
て
終
始
、
和

や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。
各
御
来
賓
の
ご
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
高
村
嘉
昭
会
長

の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
。
各
同

窓
会
の
近
況
報
告
、
役
員
の

紹
介
、校
歌
斉
唱
（
エ
ー
ル
:

高
村
嘉
昭
法
政
高
校
同
窓
会

会
長
）
後
、
土
屋
義
治
法
政

第
二
工
業
高
等
学
校
同
窓

会
代
表
の
ご
挨
拶
で
閉
会
。

オ
ー
ル
法
政
の
揺
る
ぎ
な
い

絆
を
改
め
て
感
じ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長　

佐
藤
博
之
）

※
次
回
の
第
37
回
は
法
政
高

校
同
窓
会
が
幹
事
校
と
な
り

ま
す
。

� e Dreaming Place ROSE GARDEN.
ドリプレ・ローズガーデン

https://www.dreaming-place-garden.com

千葉県君津市大野台815-85
TEL. 0439-37-3767
アクセス：館山道　君津 ICから車で15分

おさかな食堂
住所：東京都杉並区阿佐谷南 2-14-12
TEL：03-3311-3871

J
R
中
央
線
阿
佐
ヶ
谷
駅
前
に
店
を
構
え
る
魚
料
理
専
門

店
で
す
。

体
に
や
さ
し
い
新
鮮
な
海
の
幸
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
、
み
な
さ
ま

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

仕
入
れ
に
は
独
自
の
ル
ー
ト
を
開
拓
し
、
産
地
か
ら
の
直
接

仕
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鮮
度
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
土
地
で
し

か
漁
れ
な
い
魚
を
ご
紹
介
し
た
り
、
旬
の
魚
を
扱
う
こ
と
に
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。

お
手
軽
な
定
食
メ
ニュ
ー
も
豊
富
に
取
り
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、

お
一
人
様
か
ら
ご
家
族
連
れ
・
サ
ー
ク
ル
の
お
集
ま
り
な
ど
に
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

店
主
は
36
期
の
卒
業
で

年
に
数
回
同
期
の
仲
間
と
の

集
ま
り
が
あ
り
、
卒
業
か
ら

40
年
経
っ
た
今
で
も
親
交
を

深
め
て
お
り
ま
す
。

お
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の

際
は
、
ぜ
ひ
お
店
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、「
同
窓
会
会
報
」
を

ご
持
参
の
方
に
は

「
ド
リ
ン
ク
一
杯
サ
ー
ビ
ス
」

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
、
無
農
薬
に
関
す
る
本

を
片
っ
端
か
ら
読
み
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
。
あ
る

日
定
年
後
ハ
ワ
イ
で
無
農

薬
の
植
物
園
を
20
年
営
ん

だ
と
い
う
老
夫
婦
が
訪
ね

て
き
て
く
れ
、
様
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
梅

雨
時
の
葉
が
落
ち
て
し

ま
っ
た
バ
ラ
や
、
夏
の
黒

点
病
で
傷
ん
だ
バ
ラ
、
生

育
不
良
で
さ
び
し
げ
な
バ

ラ
を
見
る
た
び
に
、
農
薬

を
撒
い
て
し
ま
お
う
と
何

度
も
思
っ
た
が
、
老
夫
婦

か
ら
の
「
３
年
我
慢
し
な

さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
糧

に
、
無
農
薬
を
貫
い
て
い

る
。
そ
の
結
果
一
時
姿
を

現
さ
な
く
な
っ
て
い
た
鳥

や
動
物
、
昆
虫
も
戻
っ
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ペ
ッ
ト
同
伴
Ｏ
Ｋ

た
だ
し
ワ
ン
ち
ゃ
ん
だ
け
は

Ｎ
Ｇ

　

こ
の
ほ
か
園
内
に
は
、

英
国
か
ら
取
り
寄
せ
た

古
材
で
作
ら
れ
た
コ
テ
ー

ジ
の
中
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
で
直

接
夫
婦
が
買
い
付
け
た
本

物
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
を
ど

こ
よ
り
も
安
く
買
う
こ

と
が
で
き
る
「
ド
リ
プ

レSH
O

P

」
と
英
国
流
手

作
り
の
ス
コ
ー
ン
や
豪
華

な
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
、

パ
ス
タ
な
ど
の
ラ
ン
チ

が
楽
し
め
る
「
ド
リ
プ

レCA
FÉ

」
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。
ラ
ン
チ
で
は

オ
ー
ナ
ー
自
ら
が
毎
日
手

作
り
す
る
ハ
ー
ブ
カ
レ
ー

が
好
評
だ
。
ま
た
10
匹
の

猫
が
「
猫
ス
タ
ッ
フ
」
と

し
て
園
内
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
来
園
者
を
迎
え
て
く

れ
る
。
そ
の
た
め
ペ
ッ
ト

同
伴
で
の
来
園
は
可
能
だ

が
、
犬
だ
け
は
お
断
り
と

の
こ
と
だ
。
ガ
ー
デ
ン
に

は
何
本
も
の
樹
木
も
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
柿

の
木
が
あ
っ
た
の
で
「
柿

を
狙
っ
て
熊
が
出
て
く
る

の
で
は
」
と
尋
ね
る
と
、

「
千
葉
に
は
熊
は
い
ま
せ

ん
よ
」
と
笑
っ
て
答
え
て

く
れ
た
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
一
度
「
夢
見
る
場
所
」

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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楽しい時を創る
――同窓会では新スタッフを募集しています！

同窓会を楽しくするために一緒に活動していただける方を募集しております。
・参加して良かった、楽しかったイベントを一緒に考えてみませんか？
・女性による女性が楽しめるイベントを考えたり実行したりしてみませんか？
・何もないけど時間はあるので一緒にて楽しみたい方エントリーしてみませんか？

住所変更・改姓等のご連絡は同窓会へ
毎年 1回、同窓会員全員に同窓会報をお送りしていますが、転居先不明
等で返送されるものが少なくありません。
ご住所が変更になった場合、下記の住所変更届にご記入いただき、郵便、
FAX、Eメールなどでお送りください。
※同窓会報の送付は日本郵便以外の運送会社に委託することもございます。
　郵便局へ転居届を提出されていても、他の運送会社には共有されており
　ませんので、同窓会事務局にもご一報ください。

「「
同
窓
会
奨
学
金
制
度

同
窓
会
奨
学
金
制
度
」」

　

同
総
会
費
の
収
入
は
、皆
様
方
の
ご
協
力
に

よ
り
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、一方
で
支
出

の
方
も
学
校
協
力
費（
生
徒
部
活
動
支
援
、同

窓
会
奨
学
金
等
）、同
窓
会
会
報
費
な
ど
増
加

し
て
お
り
ま
す
。収
支
バ
ラ
ン
ス
に
は
気
を
つ
け

て
い
ま
す
が
、財
務
状
況
は
な
か
な
か
良
く
な

り
ま
せ
ん
。繰
越
金
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
元
は
同
窓
会
年
会
費
と
新
卒
業
生
の

入
会
金
だ
け
で
す
。今
年
度
は
会
費
納
入
に
関

係
な
く
、同
窓
会
会
報
は
同
窓
生
に（
一万
二
千

部
程
）を
発
送
致
し
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
に
は
、こ
の
状
況
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、今
年
度
も
同
窓
会
年
会
費（
三
千
円
）

の
お
振
込
み
お
よ
び
寄
付
金
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
込
用
紙
は
会
報
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
振
替
口
座
に
他
金
融
機
関
か
ら
お

振
込
を
い
た
だ
く
場
合
の
店
舗
番
号
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。  （
財
務
委
員
長　

吉
岡 

郁
典
）

同
窓
会 

年
会
費
（
三
千
円
）

お
よ
び
寄
付
金
納
入
の
お
願
い

　銀行名：ゆうちょ銀行（9900）
　　店名：019店（ゼロイチキュウ店）
　　　　（支店番号 019）
預金種目：当座預金
口座番号：0076931
口座名義：法政大学高等学校同窓会

　

同
窓
会
奨
学
金
は
高
校
在
学
中
に
経
済
的
援
助

が
必
要
に
な
っ
た
生
徒
さ
ん
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
２
０
２
２
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
は
２
名
の
生
徒
さ
ん
へ
、

２
０
２
３
年
度
は
１
名
の
生
徒
さ
ん
へ
支
給
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
さ
ん
か
ら
は
感
謝
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

ご
丁
寧
な
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

　

奨
学
金
は
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
を
原
資
と
し

て
毎
年
20
万
円
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
法
政
募
金
の
「
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓

会
奨
学
金
口
」
へ
拠
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
持
続
の
た
め
に
引
き
続
き
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お振込先

会報紙の送料高騰により、同窓会活動費の逼迫が確実視されるため、
今後発行数量を順次削減し、代替媒体としてホームページを活用する
方向で検討しております。
下記のQRコードまたはURLからホームページにアクセスしていただく
ことで、過去の会報と共に閲覧が可能です。
会報紙（従来の紙）をご要望される方は、同封の返信用はがきの

【会報紙「進取」の発送を希望します】に☑印を入れ、必要事項を
記入して返信してください。

（今回は2003年度～2022年度卒業の同窓生が対象です。それ以外の方
には2025年度も従来通り発送されます）
ご理解ご協力のほど宜しくお願い致します。

　▶ホームページはこちらからご覧になれます。
　　https://www.hoseikd.jp

削減計画
・ 2024年（進取49号）　従来通り発行
・ 2025年（進取50号）　削減数量 3,000～4,000部（2022年度卒～2003年度卒）
・ 2026年（進取51号）　削減数量 約3,000部（2002年度卒～1983年度卒）
・ 2027年（進取52号）　削減数量 約1,500部（1982年度卒～1973年度卒）
・ 2028年（進取53号）　削減終了
・ 卒業後２年間は、同窓会活動の周知として会報紙を送付いたします。
・ 会費納入者・各年度クラス委員・送付希望者へは、従来通り送付いたします。

同窓会会報紙同窓会会報紙『『進取進取』』デジタルデジタル化化ののお知らせお知らせ
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